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1 業務改革モデルプロジェクトの目的と概要 

 

1-1 足立区の現状と課題 

当区は、2019年１月現在の人口が68万８千人を超えており、引き続き増加傾向にはあるものの、

長期的には人口減少、少子・超高齢社会が進展していくと予測されている。高齢者人口が増加する一

方、生産年齢人口が減少することで人口構造が大きく変化することとなり、扶助費の増加や税収の減

少をもたらし、区の財政面に大きな負担がのしかかることとなる。さらに、当区は自主財源に乏し

く、都区財政調整交付金といった都と特別区間の独自の財源保障制度に依存せざるを得ない構造的な

課題も抱えている。 

一方で、これまでも当区は、増大する行政需要に対応するため、様々な改革を進めてきた。例え

ば、給食調理や学校用務といった業務の技能労務系職員の退職不補充による民間委託への移行、区立

保育園や体育館、図書館など公の施設の指定管理者制度導入、業務の電算システム化による事務の効

率化などが挙げられる。さらには、新たな改革手法である専門定型業務の外部化にも着手し、戸籍や

国民健康保険業務の外部化を進めてきた。その結果、職員定数はピーク時の5,853人（昭和57年

度）から3,259人（平成30年度）まで削減を進め、人件費の抑制を図ることで財源を生み出してき

た。 

しかしながら、これらの改革による職員の削減にも限界がある一方で、多様化する区民ニーズ、増

大する社会保障費や老朽化施設の更新問題など、当区を取り巻く環境は厳しさを増すばかりである。

増え続ける行政需要や喫緊の課題に対応するための人材を生み出すためにも、さらなる改革の手法が

必要であった。 
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1-2 業務改革モデルプロジェクトに取り組む目的 

このような状況の中、AI-OCR、RPAといった新たな技術が企業で導入され始め、その効果が明らかに

なってきた。自治体業務においても、導入はまだ十分に進んではいないものの、さまざまな場面で活用

が期待されているところである。 

本プロジェクトは、自治体業務の多くを占めている申請書による手続き業務のうち、申請が一時期に

集中し、短期間で入力処理等を行わなければならず、職員に過大な負荷が生じている業務を中心にAI-

OCR、RPAの導入に向けた検証を行うことを目的とする。 

将来的には、これらの業務の自動化が進むことで、職員がこれまで行っていた定型的な入力業務等か

ら開放され、その分の労力を更なる区民サービスの向上や喫緊の課題への重点的な対応といった、真に

職員が行うべき業務に注力できる体制を目指していく。 
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1-3 業務改革モデルプロジェクトの概要 

 

(1) 検証モデルの概要  

本検証では「紙帳票の申請手続き処理業務」において、まず現行の業務工程の分析・見直しを行

い、AI-OCRとRPAを導入した新たな業務工程を構築し、業務の効率化・生産性向上を図る。その結果

と現行の作業時間等を比較することで、職員の作業時間や経費等をどの程度削減できるかを算出して

いく（図１）。なお、AI-OCRサービスはCogent Labs社の「Tegaki」、RPAツールはソフトバンク社の

RPAソリューション「SynchRoid」（デスクトップ型）を用いる。 

 

（図１）検証イメージ 

 

 

(2) RPAとは 

RPA（Robotic Process Automation）とは、人間がパソコン上で行っているキーボードやマウス等

の端末操作を記録して自動化するソフトウェアである。操作ルールが決まっており、人の判断が介在

しない業務の効率化に対して有効とされている。 

 

(3) AI-OCRとは 

OCR(Optical Character Recognition)とは、手書きや印刷された文字を、イメージスキャナやプリ

ンタ等で読取り、コンピュータが利用できるデジタルの文字コードに変換する技術である。AI-OCR

は、従来のOCR技術にAI (Artificial Intelligence)を搭載し、前後の文字や学習データから文字を
連想し、手書きの読取りづらい文字を認識することが可能である。 

  

人間

人間 AI-OCR RPA人間

①書類確認 ②システム登録

①書類確認 ②スキャン ③OCR読取り
④OCR結果
確認・修正 ⑤システム登録

③登録内容確認

現行

検証後

人間は登録作業・登録内容確認
作業から解放され、スキャンと
OCRのチェック作業のみの作業へ
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（図２）検証構成図 

 

インターネット接続系

添付ファイル
送受信

文書PC
ﾒﾓﾘ2G～4G

SynchRoid

内部系（LGWAN）

人事給与財務会計文書管理

仮想ブラウザ
(SecureWebBox)

メール

ファイル無害化
(VOTIRO SDS)

画面表示

特定通信

LGWAN

10M

基幹系（住民情報系）

住記 税
福祉総合/
親子支援

業務仮想PC
1 CPU
ﾒﾓﾘ2G

ネットワーク分離

外部記憶媒体

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
（Tegaki)

都セキュリティクラウド

区データセンタ

100M (専用線)

100M (besteffort)

4Gbpsを共有

SynchRoid

 

  



1-4 推進体制  

6 

 

1-4 推進体制 

本プロジェクトにおいては、政策経営課が事業全体の進捗管理、調整を行い、検証対象の業務の担当所

管及び庁内の業務システムを所管する情報システム課とＰＴ（プロジェクトチーム）を組んで検証を行

った。 

また、業務分析、AI-OCRとRPAの検証モデルの構築・支援に関し、AI-OCRとRPAを専門的に扱う支援

事業者であるソフトバンク株式会社にプロジェクトの一部事業を委託して行った。 

 

（図３）推進体制 
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2 業務改革モデルプロジェクトの手順と検証対象業務 

 

2-1 業務改革モデルプロジェクト手順 

本プロジェクトの具体的な実行手順については（図４）に示す。 

  

（図４）プロジェクト手順 

 

説明会の実施

業務ヒアリング

対象業務選定

AI-OCR読取設定

RPAモデル検討

RPA作成

検証

報告書の作成

対象業務（候補）の所管部署に説明会を開催し、本プロジェクトの目的と概要、
AI-OCR、RPAの機能特徴を説明

紙帳票をインプットとした業務をヒアリングし、処理枚数や処理工数を確認

ヒアリングに基づき、実現性・効果の観点から業務を選定

紙帳票の項目の中から、AI-OCRで読取りする部分を設定

RPA化するためのRPAモデル(業務フロー)を検討

RPAを開発

現状工数と、AI-OCR、RPAモデルによる工数を比較し、削減効果を算出

本プロジェクトの成果と、今後の展開について報告書としてまとめる

全体計画策定 プロジェクトの目的・スケジュール・役割分担・コミュニケーション計画策定

 
 

本プロジェクトは「紙帳票の申請手続き処理業務」を対象としているため、全所管に対しての説明

会・ヒアリングではなく、紙帳票処理が多い５つの所管を対象とした。対象所管の職員に対しては、事

前にプロジェクトの概要、及びAI-OCR、RPAの機能・特徴を理解してもらうための説明会を実施した。

結果、その後の効率的なヒアリング・業務選定につながった。 
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2-2 作業内容と役割分担 

本プロジェクトにおける主な役割分担は（図５）に示す。 

 

（図５）本プロジェクトにおける役割分担 

足立区 支援事業者

政策経営課 所管部署 ソフトバンク

全体計画策定 〇 △

説明会の実施 〇 △

業務ヒアリング △ △ 〇

対象業務選定 △ 〇 △

AI-OCR読取設定 △ △ 〇

RPAモデル検討 △ △ 〇

RPA作成 △ △ 〇

検証 △ △ 〇

報告書の作成 〇 △

所管部署を含む区内調整 〇

〇＝メ イン △＝サブ
 

 

政策経営課では、各所管部署と支援事業者との各種調整窓口や全体のスケジュール管理を担ったほ

か、対象となる所管部署の選定にあたり、業務内容や繁閑状況を全庁的に把握していることから、事前

に検証対象の候補となる所管部署の絞り込みを行った。 

また、各所管部署については、支援事業者が行うヒアリングやAI-OCR、RPAの設定・開発に必要な業

務内容の情報提供、検証環境に必要なシステムの設定等を行った。 

今回は約８か月という検証期間において、迅速な検証の実施と、現場職員の検証作業の負荷を極力押

さえる必要があったため、AI-OCR、RPAの設定・開発は、支援事業者により行われた。 
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2-3 実施スケジュール 

本プロジェクトの作業スケジュールは（図６）に示す。 

 

（図６）本プロジェクト作業スケジュール 

 

 

本プロジェクト期間は各業務の繁忙期と重複しないよう考慮しつつ、確実に効果検証を行える期間、

業務数を想定し、スケジュールの策定を行った。 
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2-4 検証対象業務の選定 

 

2-4-1 説明会の実施 

 

(1) 説明会の目的 

プロジェクトの目的、AI-OCR、RPAの機能・特徴を所管メンバーが理解することにより、その後の

アイディア出し・業務ヒアリングを円滑に実施する。 

 

(2) 説明会の実施内容と対象所管 

  ・政策経営課による説明：プロジェクトの目的・概要 

  ・支援事業者による説明：AI-OCR、RPAの機能・特徴、RPAの自動化事例の紹介 

   ・対象所管：課税課、子ども施設入園課、親子支援課、人事課、戸籍住民課 

 

2-4-2 業務ヒアリング 

 

(1) 業務ヒアリングの目的 

各所管で紙をインプットとした業務の有無と、その業務の処理枚数・作業工数を調査票(別紙補足

資料「２ 業務調査票」)にまとめ、想定する業務が実際に自動化可能か大枠で確認する。 

 

(2) 業務ヒアリング内容 

業務担当者に対し定型かつ帳票枚数の多い業務をヒアリング。処理枚数、処理項目数、処理頻度、

帳票パターン数、処理パターン数、作業工数、作業手順について実際の業務を確認し、調査票に結果

を入力。この段階でのヒアリングはRPA化をするための簡易ヒアリングであり、詳細ヒアリング・要

件定義は再度RPA作成時に実施。対象所管は課税課、子ども施設入園課、親子支援課、人事課、戸籍

住民課で行った。 

 

(3) 業務ヒアリング結果 

課税課、子ども施設入園課、親子支援課、人事課、戸籍住民課の業務ヒアリング結果を（図７）か

ら（図11）に示す。 
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（図７）業務ヒアリング結果【課税課】 

業務内容 発生頻度 処理数/年 作業分数/件 作業時間/年 

① 特別区民税・都民税申告書デー

タ入力業務 

毎月 11,000件 

（※１） 

3分 550時間 

② 給与所得者異動届出書データ入

力業務 

毎月 19,380件 

（※２） 

3分 969時間 

③ ふるさと納税（ワンストップ特

例）データ入力業務 

年1回 1,800件 外部委託のた

め未計測 

外部委託の

ため未計測 

④ 公的年金等支払報告(再裁定年

金)データ加工及び入力業務 

毎月 2,500件 12分 500時間 

※１ 通常期の件数のみ。 

当初期は31,000件のデータがあり、パンチ入力を委託した上でバッチ処理を行っている。 

※２ 届出書の様式が多種あり、それら全てにおいてAI-OCRの読取設定を行うことは非効率であるため、

全38,000件のうち処理数の多い上位３パターンを検証対象とした。 

 

（図８）業務ヒアリング結果【子ども施設入園課】 

業務内容 発生頻度 処理数/年 作業分数/件 作業時間/年 

① 保育施設利用申込書データ入力 

業務 

毎月 2,626件 

（※） 

5分 219時間 

② 口座振替データ入力業務 毎月 3,061件 3分 153時間 

③ 受理簿作成業務 毎日 10,941件 1分 182時間 

④ 指数計算出力データチェック 毎月 2,626件 2分 88時間 

⑤ 認証保育所在籍管理データ入力 

業務 

毎月 1,500件 3分 75時間 

※入力処理にあたり、全7,800件のうち、複雑な条件設定がないためRPAを作成しやすく、かつ申請割

合が最も多い「新規で児童が１人」の申請に対象を絞って検証を実施。 

 

（図９）業務ヒアリング結果【親子支援課】 

業務内容 発生頻度 処理数/年 作業分数/件 作業時間/年 

① 児童育成手当現況届データ入力

業務 

年1回 7,500件 2分 

 

250時間 

 

② 児童扶養手当一部支給停止適用

除外事由届データ入力業務 

年1回 3,000件 2.5分 

 

125時間 

 

③ 児童手当・特例給付現況届データ

入力業務 

年1回 49,000件 2.7分 

 

2,205時間 

④ 子ども医療費助成医療証交付 

申請書データ入力業務 

毎日 7,200件 

 

3分 360時間 
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（図10）業務ヒアリング結果【人事課】 

業務内容 発生頻度 処理数/年 作業分数/件 作業時間/年 

① 通勤手当認定・データ入力業務 毎月 新規： 400件 

変更：1,600件 

新規：8分 

変更：11分 

 

347時間 

 

 

（図11）業務ヒアリング結果【戸籍住民課】 

業務内容 発生頻度 処理数/年 作業分数/件 作業時間/年 

① 住民異動届（転出）データ入力

業務 

毎日 24,742件 

 

5分 

 

2,062時間 

 

② 住民異動届（転居）データ入力 

業務 

毎日 15,202件 

 

5分 

 

1,267時間 

 

③ 住民異動届（転入）データ入力 

業務 

毎日 31,496件 

 

8分 

 

4,199時間 

 

 

2-4-3 対象業務の選定 

(1) 対象業務選定の観点 

ヒアリングした業務内容から、「①業務量」「②OCR化難易度」「③RPA化難易度」「④汎用性」の観

点から対象業務を10種選定した。業務選定の観点は（図12）のとおり。 

 

（図12）業務選定の観点 
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(2) 対象業務選定結果 

  対象業務の選定結果は（図13）に示す。 

 

（図13）対象業務選定結果 

所管 対象業務 
作業時間/年 

     (時間) 
検証 選定・非選定理由 

課税課 特別区民税・都民税申告書データ 

入力業務 

550 ○ ①業務量が多い 

②③OCR、RPA化難易度が低い 

給与所得者異動届出書データ入力

業務 

969 ○ ①業務量が多い 

 

ふるさと納税（ワンストップ特例）

データ入力業務 

外部委託 × ①業務量が少ない 

②③OCR、RPA化難易度が高い 

公的年金等支払報告(再裁定年金)

データ加工及び入力業務 

500 ○ ②③OCR、RPA化難易度が低い 

子ども施設

入園課 

保育施設利用申込書データ入力 

業務 

219 ○ ①業務量が多い 

④汎用性あり（複数帳票） 

口座振替データ入力業務 153 ○ ②③OCR、RPA化難易度が低い 

④汎用性あり（複写帳票） 

受理簿作成業務 182 ○ ①業務量が多い 

②③OCR、RPA化難易度が低い 

指数計算出力データチェック 88 × 保育施設利用申込業務に包含 

認証保育所在籍管理データ入力 

業務 

75 × ①業務量が少ない 

 

親子支援課 児童育成手当現況届データ入力 

業務 

250 ○ ①業務量が多い 

②③OCR、RPA化難易度が低い 

児童扶養手当一部支給停止適用 

除外事由届データ入力業務 

125 × ②③OCR、RPA化難易度が高い 

児童手当・特例給付現況届データ 

入力業務 

2,205 × ②③OCR、RPA化難易度が高い 

業務システムによる簡易処理

が可能 

子ども医療費助成医療証 

交付申請書データ入力業務 

360 × ②③OCR、RPA化難易度が高い 

人事課 通勤手当認定・データ入力業務 347 ○ ①業務量が多い 

戸籍住民課 住民異動届（転出）データ入力業務 2,062 ○ ①業務量が多い 

住民異動届（転居）データ入力業務 1,267 ○ ①業務量が多い 

住民異動届（転入）データ入力業務 4,199 × ②③OCR、RPA化難易度が高い 
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3 AI-OCR及びRPAの検証結果 

検証結果について、下記(1)～(6)の順に基づき対象業務ごとに記載する。 

なお、本検証は、実際の帳票・データを基にしたダミー帳票・データを用いるとともに、業務システ

ムも本番同様のテスト環境を用いて、実際の環境と同じ条件で実施した。 

 

(1) 業務概要 

 本項目では所管職員にヒアリングをした現在の業務概要を記載した。具体的には、対象者から受け

取る書類名、登録システム名、実施時期及び業務の特徴を記載した。また、現在の業務に関するデー

タ（処理件数、処理時間等）を本項目で明記した。 

 

(2) 帳票イメージ 

 本項目では対象業務で読み取る帳票イメージ（読取項目、読取項目数）とAI-OCRで読み取った識

字率を記載した。帳票全体の読取結果を総文字数、正しく読取れた文字数、誤って読取った文字数、

識字率の項目で記載した。項目ごとの読取結果詳細は、別紙補足資料「４ AI-OCR読取識字率」にて

記す。 

 

(3) RPAモデル 

 対象業務の全体工程を申請者、職員、業務システム、AI-OCR、RPAが行うアクションに分けて記載

した。業務を見える化し、AI-OCR、RPA化の前後で、業務がどのように変化するか対比できるように

している。 

 

(4) 計測結果 

 職員が実際に事務処理を行っている時間と、AI-OCR、RPA導入後の実行時間を記載した。検証フロ

ーは職員がスキャン準備をするところから、RPAが業務システムへの登録を完了するまでの時間を計

測対象とした。また、本計測結果を用いて基礎値を算出し、年間処理時間に換算した。検証データの

件数と計測方法の詳細は（図14）に示す。 

 

（図14）計測方法 

計測項目 計測方法 

処理件数 10件 ※再裁定年金のみ９件（１帳票あたりの記載が３件のため） 

現行業務フロー 担当職員が書類を確認し、業務システム起動から入力を確認するまでの

時間を経験則に基づきヒアリング 

AI-OCR、RPA導入後 

業務フロー 

職員がスキャン準備・スキャン・AI-OCR読取結果修正・RPAが業務シス

テムへの登録を完了するまでの時間を実測 
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(5) 検証時間 

 本検証に要した時間を作業ごとに示す。業務ヒアリング、RPAモデルの作成、OCR帳票の作成、識

字率テスト、RPA開発、処理に要した時間と合計時間を記載した。 

 

（図15）検証時間 

検証作業 検証時間 

業務ヒアリング 所管メンバーに現在の業務概要、処理件数、処理時間をヒアリングした

時間 

RPAモデル作成 現状の業務手順を確認し、AI-OCR、RPA導入後の業務フローを作成した

実測時間 

OCR帳票作成 AI-OCRの帳票の読取設定に要した実測時間 

識字率テスト AI-OCR読取を行い、文字ごとの識字率を計測した実測時間 

RPA開発 RPA開発に要した実測時間 

処理時間計測 AI-OCR、RPAの処理時間の計測に要した時間の実測時間 

 

(6) 検証の評価 

AI-OCR、RPA化した業務に対し、本検証への評価を記載。所管ごとにAI-OCR、RPA検証について良

かった点と課題、懸念点も併せて本項目で記載した。 
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3-1 課税課業務 

 

3-1-1 特別区民税・都民税申告書データ入力業務 

 

(1) 業務概要 

区民から提出された住民税申告書に記載された所得や控除の内容を税システムの賦課ファイルに反

映させる作業である。当初期はパンチ委託で作成したデータをそのまま資料データとして登録し、税

計算処理（年１回４月中旬に実行するバッチ処理）において、その他の課税資料データと合算して賦

課ファイルを新規作成する。税計算処理以後は資料データを賦課ファイルに反映し更新するバッチ処

理が無いため、申告書の内容を職員が全件手作業でオンライン入力及び確認を行っている。 

 

項番 項目 業務量 

1 処理件数 11,000件/年間 毎月発生（ピークは11月、12月） 

2 処理時間 550時間/年間 
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(2) 帳票イメージ 

AI-OCRでの読取帳票は（図16）に示す。読取項目数は40項目。 

 

（図16）特別区民税・都民税申告書 

 

 

帳票全体のAI-OCR読取結果を以下表に示す。 

 

帳票全体の識字率 

総文字数(a) 正(b) 誤(c) 識字率(b÷a) 

420 389 31 93% 
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(3)RPAモデル 

 

(ｱ) 業務の流れ 

  ・申請者から提出された特別区民税・都民税申告書をAI-OCRを用いてデジタルデータに変換し、

Excelのデータ一覧を作成する。 

・一覧化したデータをUSBメモリ経由でネットワークが分離された税システム環境へ移動する。 

・RPAが税システムのログインから対象者の特定、各項目への入力作業を行い、最後に完了情報と

エラー情報を記載したExcelデータを出力する。 

 

現行の業務フローと、AI-OCR、RPA導入後の業務フローを（図17）に示す。 

 

（図17）特別区民税・都民税申告書データ入力業務フロー 

 

【現行業務フロー】 

 

 

【AI-OCR、RPA導入後業務フロー】 
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(ｲ) RPAモデル作成時の課題 

課題と対策 

AI-OCR ・読取項目の一部がドットプリンターによる印字であったが、AI-OCRが認識しづらい文

字もあり（0と6など）読取精度が低かった。 

 ⇒本検証においては、解決できなかった。 

RPA ・業務システムの警告情報が、画像情報でしか取得できずRPAが文字情報を認識できな

いため、RPAの処理が中断してしまう。 

⇒警告情報が出たデータは、エラーとして処理をスキップさせるようにした。最終的

には、RPAによる処理終了後に出力される結果一覧（Excelデータ）にてエラー情報

として出力し、職員が個別に処理をする業務フローとしている。 

 

(4)計測結果 

 

(ｱ) 検証フロー計測結果 

 

（図18）計測内容と計測結果 

1件あたりの処理時間 

 

作業内容 

現行 AI-OCR、RPA導入後 

職員作業時間 職員作業時間 RPA作業時間 

1.スキャン準備 - - - 

2.スキャン - 20秒(b) - 

3.スキャン後帳票戻し - - - 

4.OCRアップロード -  6秒 

5.OCR結果確認・修正 - 60秒(c) - 

6.OCR結果ダウンロード - - 6秒 

7.登録 180秒 - 29秒 

8.エラー処理 - ※180秒(d) - 

合計 180秒(a) 最大260秒 41秒 

※全体11,000件のうち正常処理は6,930件(63%)、エラー処理4,070件（37%） 
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処理件数：11,000件 

現行の職員作業時間 180秒(a)×11,000件 550時間 

導入後の職員作業時間 OCR読取 80秒(b+c)×11,000件 

エラー処理 180秒(d)×4,070件 

448時間 

削減時間 550時間－448時間 102時間 

※USBによるデータ転送にかかる時間は、全体の作業量に比べ無視できる程度の時間数であるため、本

計測には含めていない。 

 

(ｲ) 計測結果サマリ 

検証の計測結果を受け、年間の業務削減時間を試算した結果を（図19）に示す。 

 

（図19）削減効果サマリ 

 

 

(5)検証時間 

本検証に要した時間は（図20）に示す。 

 

（図20）検証手順と時間 

 

 

 

業務ヒア
リ ング

RPAモデル
作成

OCR帳票
作成

識字率
テスト

RPA開発

2時間 5時間 2時間 5時間 24時間

処理時間
計測

1時間

合計

39時間
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(6)検証の評価 

本業務においては、職員の作業時間を550時間から448時間へと102時間（19％）の削減が見込ま

れ、一定の効果が得られた。 

本RPAツールと税システムの親和性は高く、警告情報のポップアップと世帯内の対象者検索用のボ

ックス以外は、全てオブジェクトの取得が可能であり、安定して稼働させることができた。 

一方、AI-OCRに関しては、ドットプリンターによる印字箇所や記載欄が狭いなど、識字率の低い項

目があり、その部分のAI-OCRの修正作業に時間を要した。 

前述のポップアップと検索用ボックスの情報のみ、RPAが情報を取得できずに職員の手作業による

エラー処理が必要となるが、その処理時間を考慮しても、全体的な処理件数も多く削減効果も出てい

ることから本番運用も検討できる業務である。 
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3-1-2 給与所得者異動届出書データ入力業務 

 

(1) 業務概要 

特別徴収義務者より随時郵送される異動届により、徴収方法の変更や事業者の登録情報を修正する

作業である。異動届を退職・休職・転勤・所在地変更等の分類で仕分けし、手作業でオンライン入力

及び確認を行う。 

 

項番 項目 業務量 

1 処理件数 19,380件/年間 毎月発生 

2 処理時間 969時間/年間 

 

(2) 帳票イメージ 

AI-OCRでの読取帳票は（図21）に示す。読取項目数は８項目。 

 

（図21）給与支払報告特別徴収に係る給与所得者異動届出書 

 

 

帳票全体の識字率 

総文字数(a) 正(b) 誤(c) 識字率(b÷a) 

203 182 21 90% 

3

1

2

5
6

7 8
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(3) RPAモデル 

 

(ｱ) 業務の流れ 

・申請者から提出された給与所得者異動届出書をAI-OCRを用いてデジタルデータに変換し、Excel

のデータ一覧を作成する。 

・一覧化したデータをUSBメモリ経由でネットワークが分離された税システム環境へ移動する。 

・（RPA1）税システムのログインから対象者の特定、各項目への入力作業をRPAが行う際に、メッ

セージがポップアップ画像で表示された場合は、エラーとしてスキップし、処理終了後に出力さ

れる結果一覧（Excelデータ）にてエラー情報として出力する。 

・職員がエラーデータの確認及びExcel上での修正作業を行う。 

・（RPA2）職員が修正したExcelデータをもとに、再度税システムへの入力作業を行う。 

 

現行の業務フローと、AI-OCR、RPA導入後の業務フローを（図22）に示す。 

 

（図22）給与所得者異動届出書データ入力業務フロー 

 

【現行業務フロー】 
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【AI-OCR、RPA導入後業務フロー】 

 

 

 

(ｲ) RPAモデル作成時の課題 

課題と対策 

AI-OCR ・各自治体によって、帳票レイアウトに差異があり、帳票種別ごとに読取フォーマット

を作成する必要がある。 

⇒足立区の帳票様式をはじめとして、申請枚数が多い上位３パターンの帳票を対象と

した。 

RPA ・税システムの警告情報が画像情報でしか取得できずRPAが文字情報を認識できないた

め、RPAの処理が中断してしまう。 

⇒警告情報が出たデータは、エラーとして処理をスキップさせるようにした。最終的

には、RPAによる処理終了後に出力される結果一覧（Excelデータ）にてエラー情報

として出力し、職員が個別に処理をする業務フローとしている。 
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(4) 計測結果 

 

(ｱ) 検証フロー計測結果 

 

（図23）計測内容と計測結果 

1件あたりの処理時間 

 

作業内容 

現行 AI-OCR、RPA導入後 

職員作業時間 職員作業時間 RPA作業時間 

1.スキャン準備 - - - 

2.スキャン - 20秒(b) - 

3.スキャン後帳票戻し - - - 

4.OCRアップロード -  6秒 

5.OCR結果確認・修正 - 48秒(c) - 

6.OCR結果ダウンロード - - 6秒 

7.登録 180秒 - 51秒 

8.エラー処理 - ※120秒(d) - 

合計 180秒(a) 最大188秒 63秒 

※全体19,380件のうち正常処理は17,442件(90%)、エラー処理は1,938件（10%） 

 

処理件数19,380件 

現行の職員作業時間 180秒(a)×19,380件 969時間 

導入後の職員作業時間 OCR読取 68秒(b+c)×19,380件 

エラー処理 120秒(d)×1,938件

431時間 

削減時間 969時間－431時間 538時間 

※USBによるデータ転送にかかる時間は、全体の作業量に比べ無視できる程度の時間数であるため、本

計測には含めていない。 
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(ｲ) 計測結果サマリ 

検証の計測結果を受け、年間の業務削減時間を試算した結果を（図24）に示す。 

 

（図24）削減効果サマリ  

 

 
 

(5) 検証時間 

本検証に要した時間は（図25）に示す。 

 

（図25）検証手順と時間 

 

 

(6) 検証の評価 

本業務においては、職員の作業時間を969時間から431時間へと538時間（56％）の削減が見込ま

れ、大きな効果が得られた。 

後続処理の分岐判断となる警告情報がRPAで取得できないものの、一旦エラーとして出力された情

報を職員が確認・修正し、それ以降の処理は２つ目のRPAにデータを送り行わせるという、２段階の

RPAを使用する業務フローとすることで、RPAが処理できる範囲が広がった。 

今後、警告情報をRPAで取得できるようになれば、分岐判断の時点での職員の作業が不要になり、

一層の工数削減効果が期待できる。 
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3-1-3 公的年金等支払報告(再裁定年金)データ加工及び入力業務 

 

(1) 業務概要 

年金保険者より送付された一覧表を基に、再裁定により変更された年金収入を税システムに修正登

録する作業である。一覧表は紙で提供され１枚の用紙に複数名記載されているため、一覧表記載のデ

ータと個人特定結果をExcelに入力した入力票を作成する。その後、入力票を基に税システムへの入

力及び確認を行う。 

 

項番 項目 業務量 

1 処理件数 2,500件/年間 毎月発生 

2 処理時間 500時間/年間 

 

(2) 帳票イメージ 

AI-OCRでの読取帳票は（図26）に示す。読取項目数は８項目。 

 

（図26）公的年金等支払報告年別内訳一覧表 

 

 

帳票全体の識字率 

総文字数(a) 正(b) 誤(c) 識字率(b÷a) 

386 359 27 93% 
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(3) RPAモデル 

 

(ｱ) 業務の流れ 

・年金保険者より送付された一覧表をAI-OCRを用いてデジタルデータに変換しExcelデータ一覧

を作成する。 

・一覧化したデータをUSBメモリ経由でネットワークが分離された税システム環境へ移動する。 

・（RPA1）税システムのログインを行い、一覧化したデータと金額比較をして結果を出力する。 

・職員が、出力したデータの確認とポップアップ画像で表示されるエラーメッセージに対する確

認、修正を行う。 

・（RPA2）職員が修正したデータをもとに税システムへの登録作業を行う。 

 

現行の業務フローと、AI-OCR、RPA導入後の業務フローを（図27）に示す。 

 

（図27）公的年金等支払報告（再裁定年金）データ加工及び入力業務フロー 

 

【現行業務フロー】 

 

 

【AI-OCR、RPA導入後業務フロー】 
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(ｲ) RPAモデル作成時の課題 

課題と対策 

AI-OCR ・AI-OCRで認識されるカタカナが全角となってしまう。 

⇒税システムへの入力のために全角を半角に変換するRPAを作成した。 

RPA ・税システムの警告情報が画像情報でしか取得できずRPAが文字情報を認識できないた

め、RPAの処理が中断してしまう。 

⇒警告情報が出たデータは、エラーとして処理をスキップさせるようにした。最終的

には、RPAによる処理終了後に出力される結果一覧（Excelデータ）にてエラー情報

として出力し、職員が個別に処理をする業務フローとしている。 
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(4) 計測結果 

 

(ｱ) 検証フロー計測結果 

 

（図28）計測内容と計測結果 

1件あたりの処理時間 

 

作業内容 

現行 AI-OCR、RPA導入後 

職員作業時間 職員作業時間 RPA作業時間 

1.スキャン準備 - - - 

2.スキャン - 8秒(b) - 

3.スキャン後帳票戻し - - - 

4.OCRアップロード - - 10秒 

5.OCR結果確認・修正 - 140秒(c) - 

6.OCR結果ダウンロード - - 10秒 

7.登録 720秒 - 21秒 

8.エラー処理 - ※150秒(d) - 

合計 720秒(a) 最大298秒 41秒 

※全体2,500件のうち正常処理は750件(30%)、エラー処理は1,750件（70%） 

 

処理件数2,500件 

現行の職員作業時間 720秒(a)×2,500件 500時間 

導入後の職員作業時間 OCR読取 148秒(b+c)×2,500件 

エラー処理150秒(d)×1,750件 

USB移動時間 200営業日×300秒※ 

192時間 

削減時間 500時間－192時間 308時間 

※USB移動時間について、本業務はUSBによるデータ転送回数が多く、作業にかかる時間が無視できな

いため、計測時間に含める。 
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(ｲ) 計測結果サマリ 

検証の計測結果を受け、年間の業務削減時間を試算した結果を（図29）に示す。 

 

（図29）削減効果サマリ 

 

 

 

(5) 検証時間 

本検証に要した時間は（図30）に示す。 

 

（図30）検証手順と時間 
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(6) 検証の評価 

本業務においては、職員の作業時間が500時間から192時間へと308時間（62％）の削減が見込ま

れ、大きな効果が得られた。 

要因として、現行において一覧表に記載されたデータをシステムに入力するまでに、Excelで個表

を作成しているが、AI-OCR、RPA化することで、この作業が不要となることが挙げられる。 

２つ目の要因として、後続処理の分岐判断となる警告情報がRPAで取得できないものの、「給与所

得者異動届出書データ入力業務」同様、２段階のRPAを使用する業務フローとすることで、RPAが処

理できる範囲が広がったことが挙げられる。 

このように、RPAで取得できない警告情報が全体の70％と多く、その分職員が確認・修正しなけれ

ばならない作業は残るものの、現行の１件あたりの処理時間が720秒と長いため、効果が大きく出た

ものである。 

今後、警告情報をRPAで取得できるようになれば、この業務についても、分岐判断の時点での職員

の作業が不要になり、一層の工数削減効果が期待できる。 
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3-1-4 所管（課税課）による評価 

 

(1) 良かった点 

・RPAを用いたデータ入力は正確で効率が良いので、本格導入をすれば確認する作業が不要となり入

力の作業時間が大幅に減るものと期待される。 

・公的年金等支払報告年別内訳一覧表のように、全国的に様式統一がされており、綺麗に印刷された

ものであれば、手作業のExcel入力に比べてOCR読取の方が効率的である。 

 

(2) 課題、懸念点 

・OCRについては各項目の記載位置がずれていると読み取れないため、申請書等の様式の統一が必要

である。 

・入力対象のデータ量が多いほどRPAは有効であるが、オンラインシステムは夜間バッチ処理やデー

タセーブがあり連続して稼働させることができない。今後はRPAを有効に利用するためにRPAを意

識した基幹システムの構築が必要であると思われる。 

・RPAの作成は誰にでもできるということだが、そうそう簡単ではないと感じた。 
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3-2 子ども施設入園課業務 

 

3-2-1 保育施設利用申込書データ入力業務 

 

(1) 業務概要 

区民から申請があった保育施設利用申請について、手書きの申請関連書類の情報を福祉総合システ

ム（子ども・子育て支援）に入力する作業である。申請関連書類は、最大７種類（世帯状況によって

異なる）あり、記載内容、提出書類の種類等によって、入力方法（入力箇所、入力個数等）が異な

る。 

 

項番 項目 業務量 

1 処理件数 2,626件/年間 毎月発生(ピークは11月、12月) 

2 処理時間 219時間/年間 

 

(2) 帳票イメージ 

申請関連帳票は以下のとおり。 

AI-OCRでの読取帳票は「足立区保育施設支給認定区分兼指数計算表」を(図31)に示す。読取項目

数は10項目。 

※その他の書類は、別紙補足資料「３ AI-OCR読取帳票」にて示す。 

 

項番 帳票名 

1 家庭状況申告書 

2 勤務（内定）証明書 

3 支給認定（「保育の必要性」の認定）申請書兼保育施設利用申込書（両面） 

4 就労状況申告書 

5 足立区保育施設支給認定区分兼指数計算表 
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（図31）足立区保育施設支給認定区分兼指数計算表 

 

 

帳票全体の識字率 

帳票名 総文字数(a) 正(b) 誤(c) 識字率(b÷a) 

家庭状況申告書 161 155 6 96% 

勤務内定証明書 412 363 57 88% 

支給認定申請書（表） 1,665 1,470 196 88% 

支給認定申請書（裏） 76 64 12 84% 

就労状況申告書 162 153 9 94% 

支給認定区分兼指数

計算表 

122 110 12 90% 
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(3) RPAモデル 

 

(ｱ) 業務の流れ 

・申請者から提出された複数の申請書（新規で児童が1人の申請に限る）をAI-OCRを用いてデジ

タルデータに変換し、Excelデータ一覧を作成する。 

・一覧化したデータをUSBメモリ経由でネットワークが分離された福祉総合システム（子ども・子

育て支援）環境へ移動する。 

・RPAが福祉総合システム（子ども・子育て支援）のログインから対象者の特定、各項目への入力

作業を行い、最後に完了情報とエラー情報を記載したExcelデータを出力する。 

 

現行の業務フローと、AI-OCR、RPA導入後の業務フローを（図32）に示す。 

 

（図32）保育施設利用申込書データ入力業務フロー 

 

【現行業務フロー】 

 

 

【AI-OCR、RPA導入後業務フロー】 
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(ｲ) RPAモデル作成時の課題 

課題と対策 

AI-OCR ・区民から受取る申請書類には個人コードがないため、正確な対象者の特定が難しい。 

⇒個人コードの入力項目を帳票に作り、事前に職員が確認した個人コードを、申請書

に転記したものをAI-OCRで読み取らせることで、対象者を特定した。 

・複数枚帳票で１セットのため、スキャンの前後で、ホッチキス留めの外し戻しといっ

た新たな作業が生じて負担となってしまった。 

⇒現状において他の対応策なし。 

・AI-OCRで読取った文字データ（例：年号）が、システムの入力規則（数字で入力）に

あっていない。 

⇒帳票から読取ったデータを、システムに合うように変換処理を行うRPAを作成 

した。 

RPA ・操作対象特定時に、HTML形式で作成されたソースコードをRPAで構造解析するこ 

とができないシステムであったため、操作対象を特定することができなかった。 

⇒キー操作対応（例：TABキーを使って操作対象まで移動させる等）のRPAを作成

したが、処理時間は長くなった。 

 

(4) 計測結果 

 

(ｱ) 検証フロー計測結果 

 

（図33）計測内容と計測結果 

1件あたりの処理時間 

 

作業内容 

現行 AI-OCR、RPA導入後 

職員作業時間 職員作業時間 RPA作業時間 

1.スキャン準備 - - - 

2.スキャン - 120秒(b) - 

3.スキャン後処理 - 60秒(c) - 

4.OCRアップロード - - 6秒 

5.OCR結果確認・修正 - 77秒/枚×6枚(d) - 

6.OCR結果ダウンロード - - 6秒 

7.登録 300秒 - 410秒 

8.エラー処理 - - - 

合計 300秒(a) 642秒 422秒 
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処理件数2,626件 

現行の職員作業時間 300秒(a)×2,626件 219時間 

導入後の職員作業時間 642秒(b+c+d)×2,626件 468時間 

削減時間 219時間－468時間 －249時間 

※USBによるデータ転送にかかる時間は、全体の作業量に比べ無視できる程度の時間数であるため、本

計測には含めていない。 

 

(ｲ) 計測結果サマリ 

検証の計測結果を受け、年間の業務削減時間を試算した結果を（図34）に示す。 

 

（図34）削減効果サマリ  

 

 

 

(5) 検証時間 

本検証に要した時間は（図35）に示す。 

 

（図35）検証手順と時間 
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(6) 検証の評価 

本業務においては、帳票から取得した情報をRPAがデータ変換し、入力する必要がある項目が多

く、かつ１つのシステム入力画面に対して複数の帳票からデータを取得する必要があるなど処理が大

変複雑であったため、RPA開発に長時間（62時間）を要した。今回は、支援事業者のSEがRPAを構

築したが、職員が設計、構築を行うことはかなりのスキルを要する業務だと思われる。 

また、本業務は複数枚帳票が１セットのためホッチキス留めされており、スキャンするためには、

それを外し戻す作業を新たに職員が行わなければならず、逆に作業工数が増える結果となった。ま

た、書類の管理の面からも書類の分解は課題の残る対処法と思われる。 

このように、本業務は、職員の業務量から見ても219時間から468時間へと249時間（114％）の

増が見込まれており、AI-OCR、RPA化により業務量の削減を図ることは現状では困難である。今後の

活用を検討する上で、まずは、課題が多く見られたAI-OCRの読取に関して、申請書の運用ルールや

レイアウト変更等の対応方法を検討する必要がある。 
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3-2-2 口座振替データ入力業務 

 

(1) 業務概要 

区民から申請のあった保育料の口座振替依頼書について、依頼書の内容を福祉総合システム（子ど

も・子育て支援）に入力する作業である。口座振替依頼書は、手書きで３枚複写であり、入力作業に

は複写ページを使用する。 

 

 

項番 項目 業務量 

1 処理件数 3,061件/年間 毎月発生(ピークは４月) 

2 処理時間 153時間/年間 
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(2) 帳票イメージ 

AI-OCRでの読取帳票は（図36）に示す。読取項目数は10項目。 

 

（図36）口座振替（自動払込）依頼書 

 

 

 

帳票全体の識字率 

総文字数(a) 正(b) 誤(c) 識字率(b÷a) 

530 480 50 91% 
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(3) RPAモデル 

 

(ｱ) 業務の流れ 

・申請者から提出された口座振替（自動支払）依頼書をAI-OCRを用いてデジタルデータに変換

し、Excelのデータ一覧を作成する。 

・一覧化したデータをUSBメモリ経由でネットワークが分離され福祉総合システム（子ども・

子育て支援）環境へ移動する。 

・RPAが福祉総合システム（子ども・子育て支援）のログインから対象者の特定、各項目への入

力作業を行い、最後に完了情報とエラー情報を記載したExcelデータを出力する。 

 

現行の業務フローと、AI-OCR、RPA導入後の業務フローを（図37）に示す。 

 

（図37）口座振替データ入力業務フロー 

 

【現行業務フロー】 

 

 

【AI-OCR、RPA導入後業務フロー】 
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(ｲ) RPAモデル作成時の課題 

課題と対策 

AI-OCR ・区民から受け取る申請書類には個人コードがないため、正確な対象者の特定が難しい。 

⇒個人コードの入力項目を帳票に作り、事前に職員が確認した個人コードを、申請書

に転記したものをOCRで読み取らせることで、対象者を特定した。 

・申込日に年号の表記がないため、西暦/和暦の記入が混在し、RPAによるシステム入力

の際にエラーが増えてしまう。 

⇒帳票レイアウトを修正する必要があるが、本検証においては対応していない。 

RPA 特段の課題なし。 

 

(4) 計測結果 

 

(ｱ) 検証フロー計測結果 

 

（図38）計測内容と計測結果 

1件あたりの処理時間 

 

作業内容 

現行 AI-OCR、RPA導入後 

職員作業時間 職員作業時間 RPA作業時間 

1.スキャン準備 - - - 

2.スキャン - 30秒(b) - 

3.スキャン後帳票戻し - - - 

4.OCRアップロード - - 9秒 

5.OCR結果確認・修正 - 60秒(c) - 

6.OCR結果ダウンロード - - 9秒 

7.登録 180秒 - 64.7秒 

合計 180秒(a) 90秒 82.7秒 

 

処理件数：3,061件 

現行の職員作業時間 180秒(a)×3,061件 153時間 

導入後の職員作業時間 90秒(b+c)×3,061件 77時間 

削減時間 153時間－77時間 76時間 

※USBによるデータ転送にかかる時間は、全体の作業量に比べ無視できる程度の時間数であるため、本

計測には含めていない。 
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(ｲ) 計測結果サマリ 

検証の計測結果を受け、年間の業務削減時間を試算した結果を（図39）に示す。 

 

（図39）削減効果サマリ  

 

 

 

(5) 検証時間 

本検証に要した時間は（図40）に示す。 

 

（図40）検証手順と時間 

 

 

(6) 検証の評価 

本業務は業務量としては格段に多くはないものの、他の業務でも同様の処理を行う業務があると考

えられ、汎用性も考慮して検証を行ったものである。単一帳票で識字率も高いことから、職員の作業

時間は153時間から77時間と割合でみると50％の業務量が削減できる見込みとなった。 

  ただし、もとの業務量自体が多くなく、単独でのAI-OCR、RPA化は費用対効果が見込めないため、他

の事業と一体的に開発していく必要がある。 
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3-2-3 受理簿記入業務 

 

(7) 業務概要 

区民から提出のあった各種保育施設利用申請等関連書類を収受し、Excel形式で受理簿を作成する

作業である。関連書類は19種類あり、受理簿には「児童氏名、児童生年月日、施設名、書類名称

等」を記載する。 

 

項番 項目 業務量 

1 処理件数 10,941件/年間 毎月発生 

2 処理時間 182時間/年間 

 

(8) 帳票イメージ 

AI-OCRでの読取帳票は「家庭状況申告書」を(図41)に示す。 

※その他の書類は(別紙補足資料「３ AI-OCR読取帳票」にて示す。 

 なお、AI-OCRでの読取項目は、氏名・生年月日等であり、既に保育施設利用申込書データ入力業務

において同様の読取を行っているため、本業務における検証は省略する。 

 

項番 帳票名 

1 延長保育辞退届 

2 延長保育申込書 

3 家庭状況申告書 

4 希望保育施設変更届 

5 勤務（内定）証明書 

6 在学証明書 

7 支給認定（保育の必要量）変更・再発行申請書 

8 受託（通所）証明書 

9 就労状況申告書 

10 提出書類チェック表 

11 変更届 

12 保育の実施状況照会申請書 

13 保育施設在籍証明申請書 

14 保育施設申し込み取下げ届 

15 保育施設退所届 

16 保育施設利用内定辞退届 

17 保育実施停止申請書 

18 保育料減額申請書 

19 保育料収納証明書交付申請書 
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（図41）家庭状況申告書 
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(9) RPAモデル 

(ｱ) 業務の流れ 

・区民から提出された各種書類の必要情報をAI-OCRを用いてデジタルデータに変換し、Excelの

データ一覧を作成する。 

・RPAが一覧化したデータを受理簿ファイル（Excel）に転記する。 

 

現行の業務フローと、AI-OCR、RPA導入後の業務フローを（図42）に示す。 

 

（図42）受理簿作成業務フロー 

 

【現行業務フロー】 

 

 

【AI-OCR、RPA導入後業務フロー】 
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(ｲ) RPAモデル作成時の課題 

課題と対策 

AI-OCR ・複数枚帳票で１セットのため、スキャンの前後で、ホッチキス留めの外し戻しと

いった新たな作業が生じて負担となってしまった。 

⇒現状において他の対応策なし。 

RPA ・特段の課題なし 

 

(10) 計測結果 

 

(ｳ) 検証フロー計測結果 

 

（図43）計測内容と計測結果 

1件あたりの処理時間 

 

作業内容 

現行 AI-OCR、RPA導入後 

職員作業時間 職員作業時間 RPA作業時間 

1.スキャン準備 - - - 

2.スキャン - 150秒(b) - 

3.スキャン後帳票戻し - - - 

4.OCRアップロード - - 6秒 

5.OCR結果確認・修正 - 63秒(c) - 

6.OCR結果ダウンロード - - 6秒 

7.登録 60秒 - 2.4秒 

合計 60秒(a) 213秒 14.4秒 

 

処理件数10,941件 

現行の職員作業時間 60秒(a)×10,941件 182時間 

導入後の職員作業時間 213秒(b+c)×10,941件 647時間 

削減時間 182時間－647時間 －465時間 

※USBによるデータ転送にかかる時間は、全体の作業量に比べ無視できる程度の時間数であるため、本

計測には含めていない。 
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(ｴ) 計測結果サマリ 

検証の計測結果を受け、年間の業務削減時間を試算した結果を（図44）に示す。 

 

（図44）削減効果サマリ  

 

 

(11) 検証時間 

本検証に要した時間は（図45）に示す。 

 

（図45）検証手順と時間 

 

 

(12) 検証の評価 

 本件は帳票種類が多く、スキャン処理に１件あたり150秒と時間がかかる結果となった。現在の職

員作業時間が１分であり、受理簿の作成のみをAI-OCR、RPAで効率化するには限界がある。 

 しかしながら、受理簿作成のためではなく、スキャン処理をすることでシステムに仮登録するよう

な工程が取れれば、受理簿自体の必要性も無くなり、その後の本登録での入力作業時間短縮につなが

る可能性もある。今後は、このような観点からも業務プロセスを見直す必要があると考える。 
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3-2-4 所管（子ども施設入園課）評価 

 

(1) 良かった点 

・書類が複数枚あるため、入力できる状態にする開始までの準備に相当な手間がかかるが、一度RPA

を動かせば、大量の入力を確実に行うことができる。 

・単純作業については、ヒューマンエラーを抑制し、工数削減が実現できるため、職員負荷の軽減が

期待できる。 

・作業時間や休日、夜間、休憩等を考慮せずに実行できる。 

・RPAを導入するために業務の分析を行う必要があるが、これまで複雑化した作業の流れをシンプル

に見直す契機になる。 

・現行の業務環境（特に業務システム）を変更せずに導入できる場合には、システム構築の負担等

(人的負担、財政的負担)の抑制が期待される。 

 

(2) 課題、懸念点 

・複数枚の異なる形式の帳票を一度で入力可能な状態にすることができず、実際のRPAでの入力作業

までに多くの作業が必要となる。 

・実施するためには、帳票類の変更、作業フローの変更、書類管理（個人情報）の方法を含めて、現

在の業務を大幅に変更する必要がある。現行業務を分析し、RPAの特性を生かすために、できるだ

け単純作業を繰り返していくような形に改善していく必要がある。 

・RPAの作成や編集等を職員がどの程度行えるか不透明である。ノウハウの継承をしっかりできない

と「野良ロボ」が増えてしまうと思われる。 

・システムデータの更新用RPAを作成する場合、事前に十分な準備をしないと誤った内容でデータ更

新を大量に行ってしまう危険性がある。 
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3-3 親子支援課業務 

 

3-3-1 児童育成手当現況届データ入力業務 

 

(1) 業務概要 

児童育成手当受給者から提出された「児童育成手当現況届（以下、「現況届」という。）」の届出内容

を足立区の福祉総合システム（児童育成手当）に入力する作業である。提出された現況届は、職員が審

査をし、入力の可否を判断する。入力可能と判断した現況届は職員による手作業で受付日、所得情報、

決定日をシステム入力する。 

 

項番 項目 業務量 

1 処理件数 7,500件/年間 年１回(６月) 

2 処理時間 250時間/年間 
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(2) 帳票イメージ 

AI-OCRでの読取帳票は（図46）に示す。読取項目数は３項目。 

 

（図46）児童育成手当現況届 

 

 

帳票全体の識字率 

総文字数(a) 正(b) 誤(c) 識字率(b÷a) 

270 266 4 99% 

 

  

2

1

3
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(3) RPAモデル 

 

(ｱ) 業務の流れ 

・申請者から提出された現況届をAI-OCRを用いてデジタルデータに変換し、Excelのデータ一覧を

作成する。 

・一覧化したデータをUSBメモリ経由でネットワークが分離された福祉総合システム（児童育成手

当）環境へ移動する。 

・RPAが、福祉総合システム（児童育成手当）のログインから対象者の特定、各項目への入力作

業、完了情報とエラー情報を記載したExcelデータ出力を行う。 

 

現行の業務フローと、AI-OCR、RPA導入後の業務フローを（図47）に示す。 

 

（図47）児童育成手当現況届データ入力業務フロー 

 

【現行業務フロー】 

 

 

【AI-OCR、RPA導入後業務フロー】 
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(ｲ) RPAモデル作成時の課題 

課題と対策 

AI-OCR 特段の課題なし 

RPA 特段の課題なし 

 

(4) 計測結果 

 

(ｱ) 検証フロー計測結果 

 

（図48）計測内容と計測結果 

1件あたりの処理時間 

 

作業内容 

現行 AI-OCR、RPA導入後 

職員作業時間 職員作業時間 RPA作業時間 

1.スキャン準備 - - - 

2.スキャン - ※2秒(b) - 

3.スキャン後帳票戻し - - - 

4.OCRアップロード - - 6秒 

5.OCR結果確認・修正 - 24秒(c) - 

6.OCR結果ダウンロード - - 6秒 

7.登録 120秒 - 64.3秒 

合計 120秒(a) 26秒 76.3秒 

※スキャンは一括送りによって行う時間で想定。 

 

処理件数：7,500件 

現行の職員作業時間 120秒(a)×7,500件 250時間 

導入後の職員作業時間 26秒(b+c)×7,500件 54時間 

削減時間 250時間－54時間 196時間 

※USBによるデータ転送にかかる時間は、全体の作業量に比べ無視できる程度の時間数であるため、本

計測には含めていない。 
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(ｲ) 計測結果サマリ 

検証の計測結果を受け、年間の業務削減時間を試算した結果を（図49）に示す。 

 

（図49）削減効果サマリ 

 

 

(5) 検証時間 

本検証に要した時間は（図50）に示す。 

 

（図50）検証手順と時間 

 

 

(6) 検証の評価 

本業務においては、職員の作業時間を250時間から54時間へと196時間（78％）の削減が見込ま

れ、大きな効果が得られた。単一帳票で、AI-OCRによる読取が容易な申請書（現況届）の内容で、識

字率も高い業務であり、本格運用に向けても大きな課題はないと思われるが、本事業のAI-OCR、RPA

化は業務量から見て単独での開発では費用対効果が見込めないため、他の事業と一体的に開発してい

く必要がある。 
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3-3-2 所管（親子支援課）評価 

 

(1) 良かった点 

・福祉システムにおいて現況届の個人画面を呼出し、受付日、所得情報、決定日を入力する一連の作

業時間の削減が期待できる。 

・職員の手作業による入力ミスを防ぐことができる。また、入力された情報のチェック作業も一括で

行うことができる。 

 

(2) 課題、懸念点 

・エラーが発生した場合を含めて、RPAを利用した作業に精通する必要がある。 

・OCRの読取精度を上げるために現況届の様式を改良することや、RPAを使うための作業手順やマニ

ュアルを整備する必要がある。  
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3-4 人事課業務 

 

3-4-1 通勤手当認定・データ入力業務 

 

(1) 業務概要 

職員の通勤手当の認定業務である。職員から提出のあった「通勤届」について、通勤経路・手当額

を審査・認定し、システム登録を行う。 

 

項番 項目 業務量 

1 処理件数 2,000件/年間 随時発生 

新規：400件 変更：1,600件 

2 処理時間 347時間/年間 
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(2) 帳票イメージ 

AI-OCRでの読取帳票は（図51）に示す。読取項目数は65項目。 

 

（図51）通勤届 

 

帳票全体の識字率 

総文字数(a) 正(b) 誤(c) 識字率(b÷a) 

778 725 53 93% 
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(3) RPAモデル 

 

(ｱ) 業務の流れ 

・人事課の事務担当者は職員から提出された通勤届を、AI-OCRを用いてデジタルデータに変換し、

Excelのデータ一覧を作成する。 

・（RPA1）インターネット上の地図ソフトを用いて、住所データから最寄駅を検索する。次に、交

通費検索ソフトを使い、最安値検索を行う。 

・人事課の事務担当者は検索結果を確認し、認定可否の判断を行う。 

・（RPA2､3）決定後のデータを人事給与システムに入力する。なお、入力は新規と変更で異なるRPA

が処理を行う。 
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現行の業務フローと、AI-OCR、RPA導入後の業務フローを（図52）に示す。 

 

（図52）通勤手当認定・データ入力業務フロー 

 

【現行業務フロー】 

 

 

【AI-OCR、RPA導入後業務フロー】 
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(ｲ) RPAモデル作成時の課題 

課題と対策 

AI-OCR ・特段の課題なし 

RPA ・区のインターネット環境は仮想ブラウザの設定により、最寄駅等の検索結果が画

像でしか表示されず、本来組み込まれているプログラムのデータをRPAにより取

得できない。そのため、RPAが次の処理に移行できない。 

⇒現状における対応策はないものの、本検証においては、検索にかかる工程のみ

支援事業者のインターネット環境下において検証を行った。 

今後、導入にあたり、別途ソフトを購入するなど、インターネット上のアプリ

を使用しない方法を検討する必要がある。 

・交通費検索の駅名選定において、複数候補が表示される場合があり、RPAが選択で

きるための条件定義が必要。 

⇒RPAの処理対象外とするか、近県の都道府県名が表示された駅名から選択する

等、詳細な条件設定が必要。本検証においては、発生頻度が不明であるため対

応方法についての結論に至っていない。 

今後、導入にあたり、どのような対応方法が適しているか、また他のソフトウ

ェアで対応できるのか等さらなる検討を要する。 

・変更申請における交通費の認定条件の設定が多岐にわたり複雑である。 

 ⇒現状の認定作業においても、条件テーブルを用いており、条件設定ごとのフロ

ーをもつRPAを構築して対応することは可能。 

ただし、RPAの構築に高度なスキルや多くの時間を要することが想定され、どの

程度のRPAを構築するのが適切かさらなる検討を要する。 

※なお、本検証におけるRPAの作成は新規申請のみであるが、変更申請において

も、条件やルールを持ち合わせているので、上記課題はあるものの、全件RPA

化が可能として業務量削減時間の計測を行っている。RPAの作業時間について

も、新規フローに基づき推計した変更フローの時間も合わせて計上している。 

ただし、検証に要した時間については、変更処理に必要なフローの規模が明確

に分からないため、計上していない。 
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(4) 計測結果 

 

(ｱ) 検証フロー計測結果 

検証の計測結果を受け、年間の業務削減時間を試算した結果を（図53）に示す。 

 

（図53）計測内容と計測結果 

1件あたりの処理時間 

 

作業内容 

現行 AI-OCR、RPA導入後 

職員作業時間 職員作業時間 RPA作業時間 

1.スキャン準備 - - - 

2.スキャン - 2秒(c) - 

3.スキャン後帳票戻し - - - 

4.OCRアップロード - - 6秒 

5.OCR結果確認・修正 - 114秒(d) - 

6.OCR結果ダウンロード - - 6秒 

7.登録 新規：480秒 

変更：660秒 

※120秒(e) 252.2秒 

合計 新規：480秒(a) 

変更：660秒(b) 

236秒 264.2秒 

※導入後も引き続き必要となる認定可否のダブルチェックにかかる時間。 
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処理件数：2,000件 

現行の職員作業時間 新規：480秒(a)×400件 

変更：660秒(b)×1,600件 

347時間 

導入後の職員作業時間 236秒(c+d+e)×2,000件 131時間 

削減時間 347時間－131時間 216時間 

 

(ｲ) 計測結果サマリ 

検証の計測結果を受け、年間の業務削減時間を試算した結果を（図54）に示す。 

 

 （図54）削減効果サマリ  

 

 

(5) 検証時間 

本検証に要した時間は（図55）に示す。 

 

（図55）検証手順と時間 

 

※RPA開発時間には、新規申請を処理するRPAの開発時間のみを計上している。 
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(6) 検証の評価 

本業務は、職員の作業時間が347時間から131時間へと216時間（62％）の大幅な削減が見込まれ

る結果となった。 

業務自体、定型的なシステム入力に留まらず、検索を行った上での確認を要するなど、１件あたり

の処理時間が長く、自動化の効果が得られやすい業務であったと思われる。また、帳票自体も単票で

読取りやすい項目が多いことも、効果を得やすかったと考えられる。現状では紙ベースの申請となっ

ているが、今後Excelベースでの申請等、業務プロセスの見直しにより、一層の効率化が見込める可

能性もある。 

しかしながら、仮想ブラウザの影響により、インターネットの情報を画像情報としてしか得られな

い点や、職員が複雑なRPAの作成や修正を行っていけるかなど課題も多い。今後の導入にあたって

は、これらの課題について、さらに踏みこんで検討していく必要がある。 

 

3-4-2 所管（人事課）による評価 

 

(1) 良かった点 

・RPAによる認定業務は、明確な基準を設定することで、複数の認定パターンがあっても正確に通勤経

路及び手当額を認定できるとのことであった。費用対効果の面を含めて、導入検討を行いたい。 

・入力業務は、一定の条件があったが、自動で行えることが確認できた。職員の入力ミスが無くなると

ともに、入力作業の時間削減が期待できる。 

 

(2) 課題、懸念点 

・足立区のシステム環境では、RPAがインターネットから必要な地図情報を得ることができなかった。

そのため、支援事業者のシステム環境を用いて、RPAを活用した通勤経路・手当額の認定業務を確認

した。課題のひとつとして、RPAを導入できるシステム環境の整備が必要である。 
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3-5 戸籍住民課業務 

 

3-5-1 住民異動届（転居/転出）データ入力業務 

 

(1) 業務概要 

 

(ｱ) 転居 

足立区内で住所変更する際に、氏名、新住所、旧住所、転居する（した）日など、届出を受けた

情報を住民記録システムに登録する作業である。 

 

項番 項目 業務量 

1 処理件数 15,202件/年間 毎日発生(ピークは３月・４月) 

2 処理時間 1,267時間/年間 

 

(ｲ) 転出 

足立区から他の市区町村や海外へ住所を異動する際に、氏名、新住所、旧住所、転出する（し

た）日など、届出を受けた情報を住民記録システムに登録する作業である。 

 

項番 項目 業務量 

1 処理件数 24,742件/年間 毎日発生(ピークは３月・４月) 

2 処理時間 2,062時間/年間 
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(2) 帳票イメージ 

 AI-OCRでの読取帳票は（図56）に示す。読取項目数は34項目。 

転出、転居の手続きはどちらも同じ帳票を使用する。 

 

（図56）住民異動届 

 

 

 

帳票全体の識字率 

総文字数(a) 正(b) 誤(c) 識字率(b÷a) 

1,331 1,218 113 92% 
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(3) RPAモデル 

 

(ｱ) 業務の流れ 

・申請者から提出された住民異動届をAI-OCRを用いてデジタルデータに変換し、Excelデータを作

成する。 

・ExcelデータをUSBメモリ経由でネットワークが分離された住民記録システム環境へ移動する。 

・RPAが、住民記録システムのログインから対象者選択、住所等の変更入力を行う。 

 

現行の業務フローと、AI-OCR、RPA導入後の業務フローを（図57）に示す。 

 

※なお、本業務については、RPAの作成段階において、住民記録システムの特性により、文字デ

ータの入力がRPAではできないことが発覚したため、RPAの作成を行っていない。 

そのため、導入後の業務フローは、現状の住民記録システムでRPAを作成した場合を想定した

ものである。 
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（図57）住民異動届（転居/転出）業務フロー 

 

【現行業務フロー】 

 
 

【AI-OCR、RPA導入後業務フロー（イメージ）】 

 

 

 

(ｲ) RPAモデル作成時の課題 

課題と対策 

AI-OCR ・帳票とシステム入力項目との平仄が合っておらず、単純転記ができない。 

例）帳票では住所は一括りで記載するが、システム上では別々に市区町村、番地

等の項目ごとに入力する仕様になっている。 

⇒RPAの作成ができなかったため、本課題の対応も行っていないが、RPA化を想定

した場合、申請書の記入欄を区切る等の様式変更を行うことで対応可能と考え

る。 

RPA ・住民記録システムの特性により、文字データの入力がRPAではできないことが発

覚したため、RPAの作成が行えなかった。 

⇒本検証においては、解決できなかった。 
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(4) 計測結果 

 

(ｱ) 検証フロー計測結果 

本業務は窓口サービスであるため、職員作業時間に加え窓口対応時間の削減効果も以下のとおり

示している。 

なお、導入後の窓口対応時間は、職員作業時間に、RPAの処理時間も加えた時間で計測。 

 

（図58）計測内容と計測結果 

1件あたりの処理時間 

 

作業内容 

現行 AI-OCR、RPA導入後 

職員作業時間 職員作業時間 RPA作業時間 

1.スキャン準備 - - - 

2.スキャン - 20秒(b) - 

3.スキャン後帳票戻し - - - 

4.OCRアップロード - - 12秒 

5.OCR結果確認・修正 - 150秒(c) - 

6.OCR結果ダウンロード - - 12秒 

7.登録 300秒 - ※30秒(d) 

合計 300秒(a) 170秒 54秒 

※本計測内容は一部作成したRPAを基に算出した推計の作業時間である 

 

処理件数：転居 15,202件  

現行の職員作業時間 300秒(a)×15,202件 1,267時間 

導入後の職員作業時間 OCR読取 170秒(b+c)×15,202件 

USB移動時間 60秒×15,202件 

971時間(e) 

削減時間（職員作業時間） 1,267時間－971時間(e) 296時間 

RPA処理時間 54秒(d)×15,202件 228時間(f) 

削減時間（窓口対応時間） 1,267時間－1,199時間(e+f) 68時間（16秒/件） 

 

処理件数：転出 24,742件 

現行の職員作業時間 300秒(a)×24,742件 2,062時間 

導入後の職員作業時間 OCR読取 170秒(b+c)×24,742件 

USB移動時間 60秒×24,742件 

1,581時間(e) 

削減時間（職員作業時間） 2,062時間－1,581時間(e) 481時間 

RPA処理時間 54秒(d)×24,742件 371時間(f) 

削減時間（窓口対応時間） 2,062時間－1,952時間(e+f) 110時間（16秒/件） 
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(ｲ) 計測結果サマリ 

検証の計測結果を受け、年間の削減時間（窓口対応分）を試算した結果を（図59・60）に示す。 

 

（図59）削減効果サマリ【転居】 

 

 

 

（図60）削減効果サマリ【転出】 
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(5) 検証時間 

本検証に要した時間は（図61）に示す。 

 

（図61）検証手順と時間 

 

※RPA開発時間は、文字データの入力がRPAではできないことが発覚した時点までに要した時間。 

 

(6) 検証の評価 

本業務については、RPAの作成段階において、住民記録システムの特性により、文字データの入力

がRPAではできないことが発覚したため、RPAの作成を行っていない。そのため、導入後の業務フロ

ー、業務削減時間は推計により行っている。 

窓口業務においては、職員の業務削減時間だけでなく、RPAの処理時間も窓口での対応時間に含ま

れることになり、この時間も含めると現状とほぼ変わらず、区民サービスの向上につながらないこと

から、現状の業務における導入は困難と考える。 

 

3-5-2 所管（戸籍住民課）による評価 

 

 今回はRPAによる検証モデルの作成にまで至らなかったため、所管担当者による評価は行っていない。 
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4 検証成果と今後の課題 

 

4-1 成果のまとめ 

 

(1) 業務時間削減結果について 

本検証における定量評価を（図62）削減業務時間サマリに示す。 

 

（図62）削減業務時間サマリ 

【一括受付処理業務】 

所管 業務名称 現行 

業務時間 

導入後 

業務時間 

削減業務 

時間 

業務時間 

削減率 

課税課 ①特別区民税・都民税 

申告書データ入力業務 

550時間 448時間 102時間 19% 

②給与所得者異動届出書 

データ入力業務 

969時間 431時間 538時間 56% 

③公的年金等支払報告 

(再裁定年金)データ加工 

及び入力業務 

500時間 192時間 308時間 62% 

子ども施設

入園課 

④保育施設利用申込書 

データ入力業務 

219時間 468時間 -249時間 -114% 

⑤口座振替データ入力業務 153時間 77時間 76時間 50% 

⑥受理簿作成業務 182時間 647時間 -465時間 -255% 

親子支援課 ⑦児童育成手当現況届 

データ入力業務 

250時間 54時間 196時間 78% 

人事課 ⑧通勤手当認定・データ 

入力業務 

347時間 131時間 216時間 62% 

削減業務時間合計※ 1,436時間 52% 

 

 

【窓口における処理業務】 

所管 業務名称 現行 

業務時間 

導入後 

業務時間 

RPA処理

時間 

削減窓口

対応時間 

窓口対応 

時間削減率 

戸籍住民課 ⑨住民異動届（転出）

データ入力業務 

2,062時間 1,581時間 371時間 110時間 

（16秒/件）

5% 

⑩住民異動届（転居）

データ入力業務 

1,267時間 971時間 228時間 68時間 

（16秒/件）

5% 

 

  

※業務時間削減効果が出なかった④保育施設利用申込書 
データ入力業務⑥受理簿作成業務を除いた業務の合計 
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(2) 費用対効果について 

業務量の削減効果が出ている６業務を対象として、その費用対効果を（図63）費用対効果サマリに

示す。 

なお、削減業務時間において、削減効果が見込めなかった「保育施設利用申込書データ入力業

務」、「受理簿作成業務」については費用対効果の算定から除いている。また、「住民異動届（転出）

データ入力業務」、「住民異動届（転居）データ入力業務」については、職員作業時間の削減は見込め

るものの、RPA動作時間も含めた窓口対応全体における削減効果が見込めないため、費用対効果の算

定から除いている。 
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（図63）費用対効果サマリ 

 

各項目の定義 

費用対効果 人件費相当削減額－RPA費用－AI-OCR費用 

人件費相当削減額 削減業務時間×人件費単価 

※人件費単価＝足立区常勤職員平均給与（平成29年度）/常勤職員年間就業時間 

＝8,781千円/1,860時間 

≒4,721円/時 

RPA費用 RPAツール「SynchRoid」ライセンス費用 

AI-OCR費用 AI-OCRサービス「Tegaki」の利用料（従量制） 

0.8円/項目×読込項目数×消費税 

 

費用に含めないもの 

RPA構築コスト、AI-OCRの帳票設定コスト 

※本検証段階では、職員の構築可能範囲が明確になっておらず、委託の要否、規模等が確定していな

いため。 

RPA用パソコン、AI-OCR用スキャナー、各種必要なアプリケーションの購入費用 

※本検証段階では、RPAの実行環境に関する検討まで行っておらず、必要台数、管理体制が確定して

いないため。 

 

所管 業務名称 削減業務 

時間 

人件費相当 

削減額 

課税課 

 

特別区民税・都民税申告書データ入力業務 102時間 481,542円 

給与所得者異動届出書データ入力業務 538時間 2,539,898円 

公的年金等支払報告(再裁定年金)データ加工 

及び入力業務 

308時間 1,454,068円 

子ども施設入

園課 

口座振替データ入力業務 76時間 358,796円 

親子支援課 児童育成手当現況届データ入力業務 196時間 925,316円 

人事課 通勤手当認定・データ入力業務 216時間 1,019,736円 

 人件費相当削減額合計  6,779,356円 

導入費用合計 2,625,283円 

費用対効果 4,154,073円 
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4-2 AI-OCR、RPAの導入に際しての留意点 

 

 本検証において、明らかになった課題から、AI-OCR、RPAの導入に際しての留意点（図64）を以下に

示す。 

 

（図64）AI-OCR、RPAの導入に際しての留意点 

AI-OCR 申請書の枚数 ・単票が望ましい。 

・複数帳票の場合、スキャンのための分割やまとめ、AI-OCRに 

読み込ませるためのスキャンデータの分類等、職員が行うべき 

新たな業務が増えてしまう。 

申請書記載欄の

自由度 

 

・文字の方向（縦・横）や年号の有無等、自由に記載できる帳票 

については、記載内容にバラつきが生じ、読取精度が落ち、修 

正のための時間が増えてしまう。 

システム入力項

目との整合 

・システムの入力項目の仕様と整合が取れていない場合（例（住 

所）：システム入力は都道府県名と市区町村名で個別に入力⇔申 

請書は住所欄でまとめて記載）、AI-OCRでデータが読み込めても 

RPAが自動的に入力できない。 

帳票レイアウト

の統一 

・同じ項目でも帳票ごとに記載場所が異なるような申請書は、現状 

のAI-OCRの技術では読取が難しい。 

RPA 業務の定型度 ・定型度が高い業務が望ましい。非定型部分が多いと、分岐、条 

件ごとに多くのRPAの構築が必要になり、作成とその後の改修 

の困難性が高くなる。 

・また、人がやらざるを得ない部分が多くなり、自動化による業 

務削減効果が低下する。 

業務のシステム

等との親和度 

・RPAソフトの選定にあたっては、事前の動作確認を踏まえた上で 

選定する手法が望ましい。 

・システムによってはRPAが文字を認識できない、データ貼り付 

けができないといった特性を持つものがある。仮想ブラウザ経 

由のインターネットを使用した業務の動作確認も同様。 
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4-3 総括  

今回のプロジェクトでは、申請が一時期に集中し、短期間で入力処理等を行わなければならず、職員

に過大な負荷が生じている業務を中心に選定しながらも、さらにそれぞれの業務の特徴（複数枚の申請

書、複写の様式、インターネット検索等）にも注目して、検証を行った。 

その結果、削減効果が見込める業務・見込めない業務の特徴、また検証前には想定し得なかった既存

の業務システムやセキュリティ等から派生する課題など整理することができた。これらの課題について

は、現状の業務フローや申請書等の改善によって解決可能なものもある一方、システムの技術的な問題

など職員では解決できないものもあった。このように、どの業務にでもAI-OCRやRPAを利用できるわ

けではなく、利用できたとしても、全てにおいて業務削減効果が出るものでもない。AI-OCRやRPAを活

用できる範囲というのは確実にあり、その範囲を十分理解した上で、場合によっては現状の業務フロー

や申請書の見直しも必要である。今後導入を検討するにあたっては、今回の実証実験から得られた成果

や課題をもとに、工数削減・費用対効果の出る業務を選定することが重要なポイントであるとともに、

明らかに効果が見込めない業務は別の手法を検討することも必要である。 

最後に、AI-OCR、RPAの導入を検討することは、業務プロセスを改めて見直す契機にもなる。そうい

った意味では、単なる自動化のツールとしての効果だけではなく、さらなる業務改善につなげていくと

いう側面にも期待しながら、引き続き新たな業務も含め導入を検討していく。 


